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第1図 研究対象地域  










































































































銭掃を納め，守磯札を受て帰れり 両別常により  
指し出さる守り札少なからねば，その益のあるこ  












写黄1 碑榊神社の山犬像（平成読薄川津掘雛）   
写真2 仲榊神社のお札（平成光年10月機影）  

































































Ⅱ 両神修験の系譜と組織  


























ー102－   
第1表 観蔵院補任状一覧  
年 号  西 暦   官 位・階 級   発  給  者   宛 名   
寛政2  法印甚英（外）  観蔵院  
一ケ  院号職  〃・  〃  
ク  嚢裟  ケ  ■左繕坊  
文化8  法印賢峰・光海・秀盛  観蔵坊  
〃  院号職  ケ  ク  
ク  棒大僧都職  ケ  〃  
〃  袈裟  ろ・  左緒坊  
・ケ  応令許可大越家  僧政法院浮覚（外）  観蔵院両山  
天保3   風間寺成定恵院   観蔵院両日■Ⅰ   
天保10  1839  山号八日見山免許状   筑後法印患諦   戟蔵院南山   
法印イ∴秀・浄住・覚阿  観蔵院未来  
錦地職  観蔵院  
院号職  観蔵院  
法印定  法印浄住  観蔵院見来  
黒衣良組着用   悪評   本明院文良  
11用・塩野山紳布状  南都超昇寺  本明院文良  
法印聖諦  
袈裟院号  南都正大先達超昇せ法印仁秀・浄住・覚I叫  
錦地袈裟  本明院  
嚢襲  正覚房  
袈裟職  泉蔵房  
袈裟  山本房  
盤裟  倉本房  
天保14   鳳閣寺戒宝恵院  観戯院両11l   
安政3  1856  北伊賀守（外）   観蔵院両天  
























































第2表 金剛院補任状山覧  
年 号   西 暦   文  名   官位・階級  
延宝7  1679   三11ト奉行才1‥王子奉禽  院号御免  梅輪  
′  ′  桃地袈裟御免  ′   
貞享4  1687   人僧都  梅塵  
ノ  ′  法印御免  ′   
元禄3   1690   同  僧都御免  梅空   
元禄6  1693   同  院号  梅永  
′  ′  桃地袈裟御免  ′   
元文4  1739  ri・り  僧都御免  他心  
ケ  ケ  院号  一ケ  
ク  ク  袈裟御免  〃  
宝歴7  1757   同  金欄地袈裟御免  龍山   
1783   問   健太僧都御免   梅捌   




文化4  1日j  法印御免  順明   
文化8   同   権人僧都御免   隅明   
文政10   三山容行若王・f・奉沓   桃地袈裟御免   金剛院付弟魔明   
窟永2   1849   撃濃院門跡御教替   金欄地袈裟御免   藷尤   
姦永2  1849   
天明3           ケ ケ ケ    1807   〃 ケ ケ          ク ケ 〃     1811          1827                   ク 〃 ■ケ 〃    三山奉行苅二‘E千春番 ケ ケ ケ ケ  院号 桃地 権人僧都 法印 技諸御免  詣光 ク 〃 ケ ク   
ド金剛院文薄』l研中村浦島 滞ヤぷ徳氏所蔵）  

































載がある。   
一方，当山派の修験については，観蔵院の賓永  
2年（1850）・蒸永4年（ユ852）「当山派修験神子家  






















第3表 蒋柑の修験寺院と山伏数  
年 号  西 暦  山伏軒数  人掛  本 山 派・当 山派   
明和7  1770  3  3   （紀貌なLJ   
天明4  1784  3  3  文殊院 金剛院・観戒院   
大明8  1788    6   （紀救ない   
電政12  18（ル    6   （紀猟なし）   
鉱水5  1852  4  5  文殊院 金剛院 張本院・観戒院   
（「薄村明細嘩」打出浦家文凱 にもとづき作成）  
第2図 両神村における修験寺院の分布  
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滝や白井指の昇龍之滝において「お水もらい」の  






人千人付金三両之割合ヲ以 年々御村方江差出可  
申候筈」とあり，神社への寮銭の一定額が村方へ  































Ⅳ 両神修験の地域的活動  

























第4表 薄村において修験がかかわる村行事  
年 号  西 暦   修験者がかかわる行事   
嘉永3  1850  去酉年秋雨天二両天気祭り祈帝   
轟永5  1852  去亥年六月中辛魅二付雨乞   
嘉永6  1853  村中風祭り   
轟永7  
畢損二付雨乞  
安政2   
安政5  
文久1   
文久2  1862  早損二付雨乞   
文久3  1863  村中流行はしか送り   
（「薄村人用夫銭帳」r出浦家文審j にもとづき作成）  













































第3図 金剛院の勧化廻柑地域  
（慶応2年「諏訪祈藤日記」・年不詳「八‖鼠11j奉納金請取帳 啓光抑」『金剛院  
文番』にもとづき作成）  
ー107－   
第5表 金剛院への奉納金一覧  
月 日  奉納金額   奉納物   廻村場所   奉納者   
22  立石壱本   本庄宿   根岸源之丞  
清水善兵衛  
金8両   普寛行者  安中宿  三桝屋吉五郎  
2   金6両2歩  和田山柑   松本定八  
同久米三郎  
2   蚕神  引開村   新谷弥蔵  
同校五郎  
3 17 武尊大権現  釦峰村  桜井金五  
和十  
金6両3歩      318  金古惣兵衛  
金3両   野殿村     太々神楽修行  諦元長石衛門  
中屋利善松  
49  和田山村  松本走八郎  
寅年  




12  金5両  石尊大権現  新光寺村  （宮本講）  
治助  
久治郎  
12  金8両  甘楽郡  九州半兵衛  
南牧柑  
口向柑  
12  金10両  東照大権硯  下仁田村  山口和助  
上町  高野太右衛門  
12   金12両   弁才天   青倉柑  林治郎  
12  金12両   不動明王   高崎田町   穀屋東口  
金10両   一心行者   寄居   武蔵屋伝蔵  
328  刀利天  安中在  清元酒造蔵  
下秋開村  
三宝荒神  上州  諦元宗八  
中大塚村  
41  大江大権現  鮎川村  諦元光蔵   
1015  信州佐久郡  大楽院  
高町  彦左衛門  
1115  岩戸明神  上州黒川村  熊五郎  
八幡宮  （佐久郡宿岩村）  
仁兵衛  
1020  塩名田栢   儀右衛門  
中央不動尊  矢那瀬   南幾右衛門  
巳  






ク武蔵屋平三郎   
（年不詳「八日見山奉納金請取帳・番光代細」『金剛院文書』にもとづき作成）  
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箪4囲 観蔵院にかかわる講中世話人の甘布（天保H年）  
（天保14年「八‖見川l長引執掛‡岬誹人連打帳」『組成院史翫にもとづき作成）  
番を提汁＝ノている｛－一 回史料によれば「【r】▲や1は8  
件の薬尊からなり，元他の合計鋭25匁〔）分3雌が  
約2倍の鋭51匁で克門されていた。）   
このほか帽験一考の重要な活動として，狐やオー  
サキなどの憑きものおとしがあった（1観蔵陀には  





間東総司稲荷本宮 蜜恋神祉 大悦五年甲／‡こ年  





















頂）個人とのかかわり   
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神村史編各委員会の調査にもとづき，両神山内の 者が多いのは出壕で4体，そのほか単純堂3体，  
石造物を奉納年代と奉納者の居住地別に示した。  大平・相沢・竹平・浦島がそれぞれ2体となって  
観蔵院から清滝までの参道には36の丁日石がお  いる。薄村以外では，小鹿野町内が5体，寄㍍町  
かれている。丁日石には不動明王の脊属である三  内が1体であった。奉納および建立時期は，形状  
十六童子が刻まれているが，そのうち3・9・ がほぼ同じこと，および奉納者の氏名と牢齢を検  
28・29・36丁目石の5体は現在欠損および遺失の  討した結果から，安政～慶応期と推測される｛、J一  
状況にある。丁日石は，高さ54～62センチ，横17  日石の奉納は，近世末に両神山が軋辺住艮によっ  
～20センチ，奥行き12～17センチの切り石で，19  て山岳霊場として整備されたこと，観蔵院から嫡  
丁日石を除きほぼ大きさは統一されている。正面  滝への参道が両神凱IJの主要ルートであったこと  
には童子の名前と奉納者の集落名・氏名が刻まれ  を示している。  
ている。集落名の判読可能な28体についてみると，   「－位ケタワ」は，両神山が女人禁制であった  
5体を除く23体は旧薄村内の集落であった。奉納  頃，禁を破って入山したイチコ 川夫了■）が果てた  
ー▲、 
ノ、   




、慢黎                                               ○ 石造物の位置  
（複数の石造物が接近Lている場合  
はl点で代表させてある）  
































るが30） ，その多くは女人結界の場所を示してい  
る。「研申山も大正初期までは女人禁制であったこ  
とから，一一位ケタワが結界として機能していたと  

















らび敢もナ√い。   
腰越之隠 晴滝，昇龍之滝には不動明王が多く  
祀られている。32丁目石の横には弘法大師伝説に  
まつわる弘法の井戸があり，弘法大師像が祀られ  
ている。   
最も古いことが確認できる石造物は，観蔵院前  










第6衣 両神山内の石造物奉納講叫1  




秩父郡長瀞町野上   
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三笠山周辺ともに奉納していることから，両方の  













Ⅴ 両神修験の現況と諦中の活動  
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写寅3 両神山頂の御嶽神社（奥社）  






















がりが強い。   
平成2年の例大祭では，神社境内で遠方から訪  
れた御嶽行者によって柴燈護摩供養が行われた  
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ぐ   霹空海浄†．押ハト・／                      r軍 ～‾叫ヾ；こ㌔ 十ハ′ ）「1  ○貸出を受ける町村  
＼   










































































































































④両神講   
両神柑では，各集落ごとに→人講，五人講，七  
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第7図 両神村内における御脊属拝借状況  





d．番号は集落名を示す。   
①小沢口（参上大塩野 ③御霊 ④大平戸 ①上宿 ⑥大平 ⑦相沢 ⑧午房 ⑨塩沢 ⑲常本  
⑫下和田 ⑲竹ノ平 ⑲浦島 ⑭今神 ⑮西平 ⑲串脇 ⑲沼里 ⑲日向 ⑲大神楽 ⑲山原  














⑲間庭 ㊥下原 ⑳白沢 ⑳野沢 ⑲西平  
本家がもともと薄平家と懇意であったため，知人   
を金剛院で祈祷を受けて治癒してもらったことが   
講中結成の契機となった。昭和35年（1960）に萩原   
氏が先達，その知人を講元として講を組織し，近   
所や知合いを中心に講員を増やしていった。現在，   
秩父市および荒川柑を中心に構成員が約100名と   
なるにいたった。  
誇中の組織は，先達1名，講元1名で，各地区   
ごとに世話人1名をおいている。主な活動は，毎   
年1月19日に役員と希望者5，6人で金剛院に代   
参して，講貞のお札を受けてくることである。そ   
の日は，諦員全体で親睦をかねて集まり直会をす   
る。毎年約50名程度が集まり，一度参加したもの  
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第8園 明治前期の金剛院にかかわる講中の分布  
（明治5年「八日見講中下諏訪在舶」「八日見講佐久郡」，明治12年「瞥髄浄供養  
石世話人紬」『金剛院文啓』にもとづき作成）  




















































Ⅵ おわりに  
本報告は，両神修験の展開と変質の過程を明ら  
かにするため，近世以降の両神修験の存在形態お  




















































































付 記  
本稿を作成するにあたり，現地鋼廠に際して，両   
神村数育委員会の商橋稔氏・久保醇氏・総務課商橋   
豊氏にはお忙Lい中，終始御助言・御協力を賜わり   
ました。また両神村役場税務課，秩父市立図沓館，   
三三峰神社，両神柑の皆様には，聞き取り調査および   
餐料収集にあたり大変お世儲直なりました。とりわ   
け両神相浦鹿の滞平寿徳氏ならびに日向大谷の鈴木   
まる千氏には，興亜な賓料を捉供していただき．数   
度にわたる聞き取り調割こも多人なるご協力をいた   
だきました。記して輝くお礼申しあげます。   
さらに筑波人草歴史・人掛学系大瀾徹也先生には終始   
暖かい御指導をいただき，筑波人草比較文化学頬大   
谷章魚 人文学顆橋本直美，山本秀和の各氏にほ平   
成元・2年魔の歴史地理学′克則こおいて，嚢料調査   











































1）両神村役場（1986）：『統計 りょうかみ』，21ペー  
ジしノ 昭和61年の地目面積は，団22．7ha，畑356．3ha，  




調度報告番u』（解説 史料編），53ページ。  
3）千島 寿（1979）：両神11岬）信仰，『日光山と関東の  
修験道』しIJ岳宗教史総酋8，名著出版。  
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螺緒・三僧敢・二憎紙・一僧舐・新嘗となる。階   
級は，本来大峰山修行の回数によって決定された   
が，近世中期以降ほ修験道の世俗化がすすみ，金   
銭によって階級を得ることが一般的に行われるよ  
うになった。  
18）金剛院文昏に，慶応2年金剛院が峰通りの通を参   
詣道として使用したい旨，道筋にあたる地主9名  
宛に提出した史料が残っている。  
19）金剛院文昏，永禄11年没の黒沢左京太夫影倍から   
現宮司の薄平寿徳氏まで，29代にわたって院号お  
よび氏名と没年の記載がある。  
20）薄平 正（1979）：『金剛院の由来に関する略記』，  
3ページ。  
21）田中武治家所蔵，文化2年は大福院宛に棒大僧都   
職・三倍離職が，霧永元年には二光院宛に院号職・  
錦地戦が発給されていた。  




24）本山派修験宗本庁聖護院文衝 天保3年（1833）。  
25）観蔵院文番，両神村役場村史編客室所蔵。  
26）両神村史編茶委員会編（1988）：『両神柑史 史料  
































（D両神山 両神とはすなはちイザナギ・イザナミの   
二神をさし，日本武尊が東征の際にまつった。  
（卦八日見山   
・日本武尊東征の際，郡内行事中8日間この山が   
見えた，あるいは夷賊追討を祈願して筑波山に登っ  
た際8日間この山が見えた。   
・御宋雀院の時代，－一位通人が筑波山に参籠中，   
夢に童子が現れ，そのお告げにより白狼に従って  
ゆくと，8日目にしてこの山にたどり着いた。   
③卯月八日山人り 三峰山，武甲山に共通する，卯  
月八日山人りの習俗から。   
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